


サリドマイドシンポジウム2025

サリドマイド薬害をあなたは知っていますか？



開会のご挨拶
薬害サリドマイド事件について学ぼう
証言者の声を聴く

「なんのために生まれ、
なんのために生きるのか」

パネルディスカッション
「薬害が日本社会のありようを問う」

本日のプログラム



シンポジウム開催の目的

市民・医療関係者・学生等、同じ時代を生きる

すべての人々に、サリドマイドについて今一度、

社会全体で向き合って、今後被害者たちの不安

を少しでも解消するために「何が出来るか？」 

ということを一緒に考えてもらうための機会と

してのシンポジウムを、開催したいと思います。



サリドマイドシンポジウムは、私とOne teamと共催に

なっています。昨年、ドイツのサリドマイドに会い、

2000年以降にヨーロッパで多くの人たちが、サリドマイ

ドを救おうと動いてきたことを知りました。彼らは自ら

立ち上がり、長い沈黙を破り「自分たちに命の危機がき

ている」と訴えました。2024年10月14日、私は

Facebookでサリドマイドのサポーターになって欲しい

と呼びかけ「One team」ができました。

One teamの立ち上げについて



以下は、そのときの呼びかけ文の抜粋です。

サリドマイダーが自分の命の尊さを大切にできるよう、「生きる

権利」を獲得できるよう活動します。具体的には、尊厳のある人

生を送れるよう、以下の権利を行使するために活動します。

○安心して治療が受けられる環境を作る。

○体を酷使しないで暮らせる生活環境を確保する。

○サリドマイダーの交流を図る。

○和解時にわからなかった障害/病気に対する補償の獲得。

ざっくりな表現ですが、みんなに生きてよかったと思えるような

人生であって欲しいので、力を尽くしていきたいです。



生きる権利とは何か？

「生きる権利」とは、日本国憲法第25条で「すべて国民は、健

康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と定められて

います。また、子どもの権利条約では、子どもが健やかに成長す

るために必要な、生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加す

る権利の4つの権利が定められています。

生存権、医療を受けられる権利、安全な環境で暮らす権利、教育

を受ける権利を指します。



薬害サリドマイド事件とは何か？

1957年、西ドイツでサリドマイドが開発され、
1958年、日本でもサリドマイド成分を使った睡
眠薬（イソミン）胃腸薬（プロバンM）が発売
されました。副作用がない夢の薬といわれたサ
リドマイドは、神経性胃炎に効くとして発売さ
れていた胃腸薬を、悪阻を抑える薬として使う
ようになりました。副作用で1,000人～1,300人
が亡くなったと言われています。



どんな副作用だったのか？

サリドマイドの入った睡眠薬や胃腸薬を服用し

た妊婦さんから、次々と先天異常の赤ちゃんが

産まれました。薬の副作用で血管新生が阻害さ

れ、身体、内臓、血管などあらゆるところに奇

形や欠損が起こりました。



薬の副作用と認めない国や製薬会社に対し、

親たちは損害賠償を求め裁判を起こしました。

裁判で薬事行政の不備や製薬会社の不実でか

つ不十分な対応が、被害を深刻にさせたと指

摘し、1974年に和解が成立しました。



実際のイソミンの写真



当時の新聞に掲載された広告：国会図書館より



当時の新聞に掲載された広告：国会図書館より













薬害被害とはなにか？

人が起こす人災だと言われています。承

認時の動物実験などで、すべての問題が

把握できるわけではなく、市場に出てか

ら医薬品は真の評価を受けます。



製薬会社にとって副作用を認めることは利益
を損ねることであり、回収などに応じたくな
いという状況にあります。科学的な根拠がな
いといい、積極的な対策が取られてきません
でした。しかし、未知の副作用被害を証明で
きるのは、副作用被害の蓄積のみです。根拠
がなければ対応しないとなれば、被害の深刻
化を待つのみになります。



ヨーロッパで回収が始まっても、日本では副作

用被害は確認できないと、安心して服用くださ

いと言い続け、すぐに回収がされることはあり

ませんでした。悪阻どめに使われていたことも、

被害を大きくしました。４０カ国以上で発売さ

れた薬ですが、日本の被害者数は３番目に多い

という惨事になりました。



1960年代の日本では、先天異常の赤ちゃんが生

まれるということは、「先祖に悪い事をした人

がいる」あるいは「遺伝からきている」といわ

れ、その家族にはいずれ同じような子が生まれ

るといわれ、離婚や家族の離散を招きました。

当事者だけで背負うには、あまりにも重い十字

架だと思います。



被害者たちは、被害から60年も経った
今になって沈黙を破るのか？

サリドマイドは、胎児が成長過程で副作用の影
響を受けるために、これまで人類が経験したこ
とのない、特異な身体で生まれます。

サリドマイドを知る人も減り、未知の体では治
療を断られてしまうことも少なくありません。

３０９名の被害者たちが、２５０人を切る勢い
で亡くなっています。



身体の奇形/欠損、血管の奇形/欠損、胆嚢や

内臓の奇形/欠損、糖尿病が多い、塊椎（椎

骨が分離せず癒合している状態）、骨密度が

低い、顎や歯の奇形/欠損、軟骨などの異常、

ヘルニアなど問題があり、不調があっても原

因が特定できないのです。



証言者の声を聴く
なんのために生まれ、なんのために生きるのか

河口 智彦さん（愛知県）

中野 寿子さん （山口県）

佐藤 順子さん（北海道）

市川 昌也さん（北海道）



休 憩



パネルディスカッション

「薬害が日本社会のありようを問う」

飯田 和樹さん （ジャーナリスト）

高町晃司さん （薬害スモン被害者）

島田光明さん （薬剤師）

増山ゆかりさん（薬害サリドマイド被害者）
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